
アバール語の相互代名詞ね0ねα－ ＊  

山田久就（筑波大学）   

キーワード：アバール語、形態的能格性、相互代名詞、  

先行詞、統語的能格性  

1 始めに  

本稿の目的は、アバール語の相互代名詞tsotsa－とその先行詞の分布を  

明らかにすることである。相互代名詞tsotsatとその先行詞がどのような  

位置に現われることができるのかについて記述的一般化を行う。   

アバール語は、形態的能格性を示す言語である。アバール語の形態的能  

格性は、第→に格配列、第二に動詞とその従属部（dependents）の一つと  

の一致（agreement）に現われる。アバール語の格配列は絶対格・能格型で  

ある。Dixon（1979，1994）の用語S，A，0を用いると、アバール語では、S  

と0が絶対格で現われ、Aが能格で現われる。日本語のような主格・対  

格型の格配列を持つ言語では、SとAが主格で現われ、0が対格で現わ  

れる。S，A，0と格配列の関係を簡単に図式化すると次のようになる。  
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絶対格・能格型：  

ーアバール語は、北東コトーカサス諸語（ダゲスタン講話）の一言語で、主にロシア連邦ダ  

ゲスタン共和国で話されている。アバール語の文語で用いられている文字はキリル文字であ  
るが、本稿ではキリル文字をラテン文字に転写してアバール語を表記する。本稿のデータは  
1996年8月から1998年2月までの間にロシア連邦ダゲスタン共和国で行った調査による。  
S，D．S．氏、X．M．D．氏、ⅠエM．氏を中心に多くの方にインフォーマントになっていただいた。  

感謝の意を申し上げたい。本発表で用いる省略記号は次の通りである。ABL＝奪格、ABS：  
絶対格、Adj＝形容詞、AdjPt＝形容詞的分詞、ALL：向格、DAT：与格、ERG：能格、GEN：属  
格、LOC：位格、PL：複数、PRS：現在、PST＝過泉アバール語の位格、向格、奪格は5系列  
の構成要素からなる。系列Ⅰ、Il、ⅠⅠⅠ、IV、Vはそれぞれ「～の上」、「～の辺り、～の所」、  

r～（連続的な媒体など）の中」、「～の下」、r～（入れ物など）の中」を意味する。   
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アバール語の格配列を例示する。（2）は自動詞文で、SのMusaが絶対格  

で現われている。（3）は他動詞文で、AのRasulが能格で、0のMusaが  

絶対格で現われている。   

（2）Musa  haniwewach’ana・  

Musa・ABSここに来る・PST  

「Musaがここに来た。」   

（3）Rasulitstsa Musa  haniwewachana・  

Rasul・ERG Musa・ABSここに連れて来る・PST  

「Ra5ulがMusaをここに連れて来た。」   

アバール語では、動詞とその従属部の一つとの間に一致が起こる。自  

動詞はS（絶対格名詞句）と一致し、他動詞は0（絶対格名詞句）と・一致  

する。A（能格名詞句）あるいはその他の名詞句とは一致しない。一致の  

クラスは、単数男性、単数女性、単数非人間、複数の四つであり、動詞の  

接頭辞として現われる1。上記の（2）では、自動詞w㌧aCh’anaがS（絶対  

格名詞句）の男性名詞Musaと】致している2。上記の（3）では、他動詞  

waChanaが0（絶対格名詞句）の男性名詞Musaと一致している。（2），（3）  

の男性名詞Musaを女性名詞Pat’imatに代えると、それぞれ（4），（5）のよ  

うになり、動詞の形はj－aCh’anaとj一誠hanaになる。  

（4）Pat’imat  hani）e jach’ana・  

Patilnat・ABSここに来る・PST  

「Patimatがここに来た。」   

（5）Rasulitstsa Pat’imat  hani］e jachana・  

Rasul・ERG Patimat・ABSここに連れて来る・PST  

「RasulがPatimatをここに連れて来た。」   

アバール語の相互代名詞には、（6a）（7a）に示すtsotsa－と（6b）（7b）に示  

すtsoja－tSOjaとがある3。，  

（6）a▲ガeJ  tsotsazukx  ralahana・  

彼ら・ABSお互い・LOC（ⅠⅠ）見る・PST  

「彼らがお互いを見た。」  

1母音で始まる動詞だけが一致を標示する接頭辞を持っている。したがって、子音で始ま  
る動詞は一致を標示しない。   
2v－が男性を表わしている。女性はj－、非人間は♭、複数はトである。   

3本稿では、相互代名詞を太字体で、その先行詞をイタリック体で書く。   
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b．Hel  tsojaltsoJa別1kx ralahana．  

彼ら・ABSお互い・ABS－IJOC（Il）見る・PST  

「彼らがお互いを見た。」   

（7）a・〃eヱ  Sualal  tsotsaze t壬’una・  

彼ら・ERG質問・PL，ABSお互い・DÅT与える・PST  

「彼らがお互いに質問を与えた。」  

b，〟eg  sualal  tsojaztsoJaZe  甘una．  

彼ら・ERG質問・PL，ABSお互い・ERG－DAT与える・PST  

「彼らがお互いに質問を与えた。」   

（6a）と（6b）、（7a）と（7b）は全く同じ意味である。（6b），（7b）で用いられて  

いる相互代名詞tsoja－tSOja－の最初のtsoja－は先行詞の格（（6b）では絶対  

格、（7b）では能格）に、一致し、二番目のtsoja－が相互代名詞tsoja－tSOja一  

が現われている位置が担っている格（（6b）では所格（ⅠⅠ）、（7b）では与格）  

を示す。相互代名詞tsotsa－と相互代名詞tsoja－tSOJa－の使用頻度を比べる  

と、相互代名詞tsotsa－の使用が圧倒的に多く、相互代名詞tsoja－tSOja－は  

ほとんど用いられない。アバール語の研究において、私の知る限りでは、  

相互代名詞tsotsaも相互代名詞tsoja▼tSOja－も全く研究されていない4。し  

かし、本稿では、相互代名詞tsotsa－だけを扱い、相互代名詞tsoja－tSOja一  

については別の機会に記述を行いたい。   

本稿の構成は次のようになっている。第2節で、相互代名詞tsotsa▼と  

その先行詞が同一の節にある場合を扱う。第3節で、相互代名詞tsotsa一  

が従属節にあり先行詞が主節にある場合を扱う。  

2 相互代名詞と先行詞が同一の節にある塘合  

この節では、相互代名詞tsotsa－とその先行詞が同一の節にある場合を  

問題にする。2．1で、相互代名詞tsotsa一とその先行詞が同一の述語の従属  

部である場合について述べる。2．2では、相互代名詞tsotsa－が名詞句の中  

にあり、その名詞句が相互代名詞tsotsa－の先行詞と同一の述語の従属部  

である場合について述べる。   

4アバール語の文法の研究はあまり行われていない。文法書としてUsIar（1889）があり、  
統語論にBDkarev（1949）が、形態論にMadieva（1980）があるが、相互代名詞についてほ  
どこにも言及されていない。また、その他の本、論文にも私の知る限りではどこにも言及さ  
れていない。アバール語の研究の歴史については、Ataev（1997）を見ていただきたい。   
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2．1 相互代名詞と先行詞が同一の述語に従属している場合  

この2．1では、相互代名詞とその先行詞が同一の述語に従属している場  

合に限って、相互代名詞とその先行詞が現われることができる佗置につい  

て明らかにする。   

最初に、自動詞を述語とする文でS（絶対格名詞句）とその他の佗置を  

相互代名詞で結ぶ場合について述べる。（8）一（11）では、相互代名詞がS（絶  

対格名詞句）を先行詞にしている。相互代名詞自身は、（8）では所格（I）名  

詞句の位置にあり、（9）では所栴（II）名詞句の位置にあり、（10）では向格  

（1）名詞句の位置にあり、（11）では、奪格（IV）名詞句の位置にある。  

（S）〃pJ  tsotsazda  kx’ochana．  

彼ら・Al〕Sお互い・LOC（i）キスする・PST  

「彼らがお互いにキスした。」   

（9）〃eJ  tsotsaヱukx ra1ahana．  

彼ら・ABSお互い・LOC（ⅠⅠ）見る・PS「r  

「彼らがお互いを見た。」   

（10）〟eJ  ts（・tSaZde  ti’wahdaIla．  

彼ら・ABSお互い・ALL（I）撃っ・PST  

「彼らがお互いを撃った。」   

（11）Hel  tsotsazutl，a necha11a．  

彼ら・ABSお互い・ABL（ⅠⅤ）恥ずかしがる・PST  

「彼らがお互いに対して恥ずかしがった。」   

このように、S（絶対格名詞句）の位置にある名詞句は、いろいろな位置  

にある相互代名詞の先行詞になることができる。それに対して、S（絶対  

格名詞句）の位置に相互代名詞が現われることはできない。（12）一（15）は、  

（8）（11）の相互代名詞と先行詞の位置を逆にした文であるが、どの文も容  

認されない5。   

（12）＊助言dd  TSOTSAL kx’ochana・  

彼ら・LOC（Ⅰ）お互い・ABSキスする・PST  

「彼らがお互いにキスした。」   

5相互代名詞tsotsa▼の主格形は、形態的にtsotsalと予測される。しかし、実際には用い  
られないので、例文では大文字でTSOTALと記すも   
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（13）＊ガeg餌ゐ∬  TSOTSAI．ralahana．  

彼ら・LOC（ⅠⅠ）お互い・A】〕S見る・PST  

「彼らがお互いを見た。」   

（14）＊Hezde  TSOTSAL t4’wahdana．  

彼ら・ALL（Ⅰ）お互い・ABS撃っ・PST  

「彼らがお互いを撃った。」   

（15）＊HeztLt！’a  TSOTSAL nechana・  

彼ら・ABL（IV）お互い・ABS恥ずかしがる・PST  

「彼らがお互いに対して恥ずかしがった。」   

統語論の一つのトピックに斜格経験者述語（obliqueexperiencerpred－  

icates）があるが、アバール語の自動詞の中にも斜格経験者述語が多くあ  

る。一Oti’ize（好く、欲する）などの述語では経験者（experiencer）が与格  

で現われ、－iGize（見る、見える）、r乱丁ize（聞く、聞こえる）、1aze（知  

る）、－ich，ch，ize（解る）、rixine（嫌う）、Ch，alTine（飽きる）などの述語  

では経験者が所格（I）で現われる。被経験者（experienced）は常にS（絶対  

格名詞句）として現われる。（16）は経験者が与格で現われれている例であ  

り、（17）は経験者が所格何で現われれている例である。  

（16）Talie  Pat’imat  joti’ula▲  

Ali・DATPatimat・ABS好いている・PRT  

「AliがPatimatを好いている。」   

（17）Talida  Pat’imat  jiGana・  

Ali・LOC（l）Patimat・ABS見る／見える・PST  

「AliがPatimatを見た／AliにPatimatが見えた。」   

アバール語の斜格経験者述語の文で、経験者（与格名詞句あるいは所格  

（Ⅰ）名詞句）とS（絶対格名詞句）である被経験者を相互代名詞で結ぶ場  

合、（18ト（21）のように経験者（（18），（19）では与格名詞句、（20），（21）では  

所格（Ⅰ）名詞句）の位置に相互代名詞が現われ、S（絶対格名詞句）であ  

る被経験者の位置に先行詞が現われる。   

（1∂）〟eJ  tざOtSaZe rO8i’ula・  

彼ら・ABSお互い・DAT好いている・PRT  

「彼らがお互いを好いている。」   
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（19）ガeJ  tsotsaヱe Xirりal  rugo．  

彼ら・ABSお互い・DAT好いている（Adj）ある・PRT  

「彼らがお互いを好いている∴   

（20）批J  tsotsazda  ri⊆ana．  

彼ら・ABSお互い・I」OC（王）見る／見える・PST  

「彼らがお互いを見た／彼らにお互いが見えた。」   

（21）〃eJ  tsotsazda  iala．  

彼ら・ABSお互い・LOC（Ⅰ）知っている・PRS  

「彼らがお互いを知っている。」   

（22）－（25）は、（18）－（21）の相互代名詞と先行詞の位置を逆にした文である  

が、どの文も容認されない。   

（22）＊〃eヱie  TSOTSAL ro廿ula．  

彼ら・DATお互い・ABS好いている・P  

「彼らがお互いを好いている。」   

（23）＊〃ぐヱ壷e  TSOTSAL xirリal  rugo．  

彼ら・DATお互い・ABS好いている（ADJ）ある・P  

「彼らがお互いを好いている。」   

（24）＊〃eヱ血  TSOTSAL riGana．  

彼ら・LOC（Ⅰ）お互い・ABS見る／見える・PST  

「彼らがお互いを見た／彼らにお互いが見えた。」   

（25）＊旅zdd  TSOTSAI」1ala．  

彼ら・LOC（Ⅰ）お互い・ABS知っている・PRS  

「彼らがお互いを知っている。」   

したがって、斜格経験者述語を含み、どの自動詞を述語とする文でも、S  

（絶対格名詞句）とその他の位置を相互代名詞で結ぶ場合、S（絶対榛名詞  

句）の位置に先行詞が現われ、その他の位置に相互代名詞が現われる。   

次は、0（絶対格名詞句）の位置と別の位置を相互代名詞で結ぶ場合で  

ある。最初に、0（絶対格名詞句）をA（能格名詞句）と結ぶ場合を見  

る。（26ト（28）では、相互代名詞がA（能格名詞句）の位置にあり、先行  

詞が0（絶対格名詞句）の位置にある。   
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（26）〝eJ  tsotsatstsaiukx’ana・  

彼ら・ABSお互い・ERG傷つける・PST  

「彼らがお互いを傷つけた。」   

（27）〃eJ  tsotsatstsa kakana・  

彼ら・ABSお互い・ERGけなす・PST  

「彼らがお互1、をけなした。」   

（28）〃eJ  tsotsatst5a ralahana・  

彼ら・ABSお互い・ERG探す・PST  

「彼らがお互いを探した。」  

このように、相互代名詞がA（能格名詞句）の位置にあり、先行詞が0  

（絶対格名詞句）の位置にある文は容認される。それに対して、（26ト（28）  

の相互代名詞と先行詞の位置を逆にした（29）－（31）のように、相互代名詞  

が0（絶対格名詞句）の位置にあり、先行詞がA（能格名詞句）の位置に  

ある文は容認されない。  

（29）＊仇；   TSOTSALlukx’ana・  

彼ら・ERGお互い・ABS傷つける・PST  

「彼らがお互いを傷つけた。」   

（30）＊〃eヱ  TSOTSAL］ねkana・  

彼ら・ERGお互い・ABSけなす・PST  

「彼らがお互いをけなした。」   

（31）＊Hez  TSOTSAL ralahana・  

彼ら・ERGお互い・ABS探す・PST  

「彼らがお互いを探した。」  

（3叶（35）は、0（絶対格名詞句）とA（能格名詞句）以外の位置を相互  

代名詞で結んだ文である。相互代名詞が、（32）では所格（1）名詞句の位置  

にあり、（33）では向格（Ⅰ）名詞句の位置にあり、（34）では向格（Ⅰ）名詞句の  

位置にあり、（35）では奪格叩名詞句の位置にある∂先行詞は、（32ト（35）  

の全てで0（絶対格名詞句）の位置にある。   

（32）Hess   んeJ  tsotsazda  ruGana・  

彼・ERGそれら・ABSお互い・LOC（I）結ぶ・PST  

「彼がそれらをお互いに結んだ。」   
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（33）一山itstsa ゐeJ  tsotsazde  hussana．  

Ali・ERG彼ら・ABSお互い・ALL（I）けしかける・PST  

「Aliが彼らをお互いに対してけしかけた。」   

（34）Talitstsa んeJ  tsotsaヱde  zhurana．  

Ali・ERGそれら・ABSお互い・ALI，（Ⅰ）合わせる・PST  

「Aliがそれらをお互いに合わせる。」   

（35）Hess  hel  tsotsazdassa rat’a  

彼・ERG それら・ABS お互い・ABL（I）離れた（Adj）  

haruna▲  

する・PST  

「彼がそれらをお互いから離した。」   

（32）－（35）のように、先行詞が0（絶対格名詞句）の位置にあり、相互代  

名詞がその他の位置にある文は容認される。それに対して、（32ト（35）の  

相互代名詞と先行詞の位置を逆にした（36）一（39）のように、相互代名詞が  

0（絶対格名詞句）の位置にあり、先行詞がその他の位置にある文は容認  

されない。   

（36）＊Hess  ムeヱdq  TSOTSAI」ruGalla．  

彼・ERGそれら・LOC（I）お互い・ABS結ぶ・PST  

「彼がそれらをお互いに結んだ。」   

（37）＊Talitstsa んezde  TSOTSAI」hussana．  

Ali・ERG彼ら・ALL（T）お互い・ABSけしかける・PST  

「Aliが彼らをお互いに対してけしかけた。」   

（38）＊9alitstsa ムegde  TSOTSAL zhurana．  

彼・ERGそれら・ALI．（I）お互い・ABS合わせる・PST  

「彼がそれらをお互いに合わせる。」   

（39）＊Hess   んeg血β58  TSOTSAIJ rat’a  

彼・ERG それら・ABL（I）お互い・ABS離れた（ADJ）  

haruna．  

する・PST  

「彼がそれらをお互いから離した。」   
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次は、A（能格名詞句）の位置と別の位置を相互代名詞で結ぶ場合であ  

る。A（能格名詞句）の位置と0（絶対格名詞句）の位置を結ぶ場合につ  

いてはすでに述べたので、それ以外の場合についてだけ扱う。（4叶（43）で  

は、先行詞がA（能格名詞句）の位置にあり、相互代名詞がその他の位置、  

（40）では与榛名詞句の位置に、（41）では所格（Ⅰ）名詞句の位置に、（42）で  

は向格（Ⅰ）名詞句の位置に、（43）では寒椿（If）名詞句の位置にある。この  

ような文は容認される。   

（40）〃eg  sualal  tsotsaze tl’una▲  

彼ら・ERG質問・PL，ABSお互い・DAT与える・PST  

「彼らがお互いに質問を与えた。」   

（41）ガeヱ  tSOtSaZda  buthll  iuna・  

彼ら・ERGお互い・LOC（Ⅰ）頭・PL，ABS置く・PST  

「彼らがお互いに頭を置いた。」   

（42）月七三  tsotsaEde  kaYtal  kxwana・  

彼ら・ERGお互い・ALL（T）手紙・PL，ABS書く・PST  

「彼らがお互いに手紙を書いた。」   

（43）He＝  heb  tsotsa2＝ukxa bakxana・  

彼ら・ERGそれ・ABSお互い・Al礼（II）奪い取る・PST  

「彼らがそれをお互いから奪い取った。」  

（44）－（47）は、（40ト（43）の文の相互代名詞と先行詞の位置を逆にした文で  

ある。このように相互代名詞がA（能格名詞句）の位置にあり、先行詞が  

その他の位置にある文は容認されない。   

（44）＊ガez吏e  tsotsatstsa sualal  げuna・  

彼ら・DATお互い・ERG質問・PL，ABS与える・PST  

「彼らがお互いに質問を与えた。」   

（45）＊Hezda  tsotsatstsa but’rul  luna・  

彼ら・LOC（Ⅰ）お互い・ERG頭・PL，A8S置く・PST  

「彼らがお互いに頭を置いた。」   

（46）＊Hezde  tsotsatstsa kaYtal  kxwana・  

彼ら・ALL（I）お互い・ERG手紙・PL，ABS書く・PST  

「彼らがお互いに手紙を書いた。」   
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（47）＊Hezukra  heb  tsotsatstsa bakxana・  

彼ら・ABL（II）それ・ABSお互い・ERG奪い取る・PST  

「彼らがそれをお互いから奪い取った。」  

最後に残ったのは、相互代名詞と先行詞の両方がS（絶対格名詞句）、0  

（絶対格名詞句）、A（能格名詞句）以外の位置にある場合である。（48），（49）  

は、その例である。（舶）では、先行詞が与格名詞句の位置にあり、相互代  

名詞が前置詞hakx’alul（～について）の前置詞句の位置にある。（49）では、  

先行詞が位格（l）名詞句の位置にあり、相互代名詞が前置詞hakx’alul（～  

について）の前置詞句の位置にある。   

（48）Ditstsa he＝ije  tsotsazul hakx’aiuisualal  

私・ERG 彼ら・DAT お互い・GEN について 質問・PL，ABS  

ti’uma．  

与える・PST  

「私が彼らにお互いについて質問を与えた。」   

（49）Talitstsa hezda  tsotsazul hakx’aluihikx’ana・  

Ali・ERG彼ら・LOC（I）お互い・GENについて 尋ねる・PST  

「Aliが彼らにお互いについて尋ねた。」   

（48），（49）は、容認される文である。（50），（51）は、それぞれ、（48），（49）の  

相互代名詞と先行詞の位置を逆にした文である。（50）では、先行詞が前置  

詞hakx，aluす（～について）の前置詞句の位置にあり、相互代名詞が与格名  

詞句の位置にある。（51）では、先行詞が前置詞hakx’alui（～について）の  

前置詞句の位置にあり、相互代名詞が位格（Ⅰ）名詞句の位置にある。   

（50）Ditstsa んezむJ  bakx’aiuitsotsaze  sualal  

私・ERG 彼ら・GEN について お互い・DAT 質問・PL，ABS  

tl’una．  

与える・PST  

「私が彼らについてお互いに質問を与えた。」   

（51）TalitstsaJ托g“J  hakx’aluitsotsazda  hikx’ana・  

Ali・ERG彼ら・GENについて お互い・LOC（I）尋ねる・PST  

「Aliが彼らについてお互いに尋ねた。」   
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（50），（51）は、（48），（49）と並んで容認される文である。（48），（49）と（50），（51）  

を比べると、明らかに（50），（51）より（4軋（49）が好まれる。   

相互代名詞と先行詞の両方がS，A，0以外の位置にある文は、一般的に  

ぎこちなく、ほとんと用いられない。また、インフォーマントによる文の  

容認性に対する判断ははっきりしない。   

この節をまとめると、次のようになる。S（絶対格名詞句）の位置とそ  

の他の位置を相互代名詞で結び付ける場合、S（絶対格名詞句）の位置に  

先行詞が現われ、その他の位置に相互代名詞が現われる。0（絶対格名詞  

句）の位置とA（能格名詞句）及びその他の位置を相互代名詞で結び付け  

る場合、0（絶対格名詞句）の位置に先行詞が現われ、A（能格名詞句）  

及びその他の位置に相互代名詞が現われる。A（能格名詞句）の位置と0  

（絶対格名詞句）を除くその他の位置を相互代名詞で結び付ける場合、A  

（能格名詞句）の位置に先行詞が現われ、その他の位置に相互代名詞が現  

われる。S（絶対格名詞句）、0（絶対格名詞句）、A（能格名詞句）以外  

の二つの位置を結び付ける場合は、絶対的なことは言えず、先行詞と相互  

代名詞が現われることができる位置を交代できる例を示した。   

ここで、特記すべきことは、アバール語の相互代名詞とその先行詞の分  

布は、Dixon（1979，1994），Manning（1996）が議論している意味で、統語  

的能格性（syntacticergativity）を示すということである。統語的対格性を  

示す統語現象は、二つの下位分類に分けられる。第一類は、Sと0だけ  

が持っていて、A（及びそれ以外の名詞句）が持っていない統語現象であ  

る。第二類は、Sと0と共にA（及びその他の名詞句）も持っているが、  

Sと0がA（及びその他の名詞句）に対して優位性を持っている統語現象  

である。アバール語の相互代名詞とその先行詞の分布は、第二類の統語的  

対格性を示す統語現象である。  

2．2 相互代名詞が名詞句の中にある場合  

相互代名詞が名詞句の中にあり、相互代名詞を含んでいるその名詞句と  

相互代名詞の先行詞が同一の述語に従属している場合がある。  

（52），（53）では、先行詞がS（絶対格名詞句）の位置にある。相互代名詞  

は、（52）では向格（V）名詞句の中にあり、（53）では奪格（Ⅰ）名詞句の中に  

ある。   
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（52）Hel  tsotsazul badire  ralahana．  

彼ら・ABSお互い・GEN目・ALL（V）見た・PST  

「彼らはお互いの目をみた。」   

（53）肋J  tsotsazul hunaraldassa roxxana．  

彼ら・ABSお互い・GEN偉業・ABI．（I）喜ぶ・PST  

「彼らはお互いの偉業に喜んだ。」   

（54），（55）では、先行詞がA（能格名詞句）の位置にある。相互代名詞は、  

（54）では0（絶対格名詞句）の中にあり、（55）では寒椿（Ⅰ）名詞句の中に  

ある。   

（54）〟ez  tsot5aZul maTu bats’ts’ana、  

彼ら・ERGお互い・GEN涙・ABSきれいにする・PST  

「彼らはお互いの涙をきれいにした。」   

（55）Hez  tsotsazul halbid匝1da5Sapajda bosana，  

彼ら・ERGお互い・GEN経験・ABL（Ⅰ）益・ABS得る・PST  

「彼らはお互いの経験から益を得た。」   

（56），（57）では、先行詞が0（絶対格名詞句）の位置にある。相互代名詞  

は、（56），（57）の両方でA（能格名詞句）の中にある。   

（56）Hel  tsotsazul kalamaI tamashaiizaruna・  

彼ら・ABSお互い・GEN話し・ERG驚かせる・PST  

「彼らをお互いの話しが驚かせた。」   

（57）肋J  tsotsaヱul kalamal roxxIZaruna．  

彼ら・ABSお互い・GEN話し・ERG喜ばせる・PST  

「彼らをお互いの話しが喜ばせた。」  

3 相互代名詞と先行詞が異なる節にある場合  

多くの言語で相互代名詞とその先行詞が異なる節に現われることができ  

ない。アバール語では、相互代名詞tsotsa－とその先行詞が異なる節に現  

われることができる。先行詞がある節の従属節に相互代名詞がある文は容  

認される。（58）－（60）はその例である。   
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（58）〃ez  tsotsaヱukxe rach’aral  kaYtal  

彼ら・ERGお互い・ALL（II）来る・AdJPt，PST手紙・PL，ABS  

ts’alana．  

読む・PST  

「彼らはお互いの所に来た手紙を読んだ。」   

（59）Hez  tsotsatstsa kxwaral  t’aGal  

彼ら・ERG お互い・ERG 書く・AdjPt，PST本・PL，ABS  

retstsana．  

ほめる・PST  

「彼らはお互いが書いた本をほめた。」   

（60）Hez  tsotsazul muYZada  rugel   

彼ら・ERGお互い・GEN背中・LOC（Ⅰ）ある・AdjPt，PRS  

parashutazul  xal  habuna．  

パラシュート・PL，GEN 注意・ABS する・PST  

「彼らはお互いの背中にあるパラシュートに注意を払った。」  

4 終りに  

本稿では、アバール語の相互代名詞tsotsaとその先行詞がどのような  

位置に現われることができるのかについて明らかにした。本稿では、記述  

的な側面だけを対象とし、理論的な側面には全く触れなっかた。私には、  

本稿で明らかにした事実は、統語理論の発展に対して非常に大きな意味を  

持っていると思われる。アバール語の相互代名詞tsotsa－とその先行詞の  

分布の理論的分析は次の機会に行うことにする。  
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InthispaperIwilldescribetheconditiononthedistributionofAvar  
reciprocalpronounsandtheirantecedents．   

First，Iwilldiscuss cases where reciprocalpronouns and their an－  

tecedentsarein thesameclauses．NPsin theSpositiollCananteCede  
reclprOCalpronounsin other positions．Reciprocalpronouns，On the  

Otherhand，areineligibletoappearintheSposition・NPsintheOpo－  

SitionsareabletobeantecedentsofrecIPOCalpronounsintheAposition  
arldtheotherpositions・NPsintheApositionaren’teligibleantecedents  

OfNPsin theOposition．Theycan，however，quali＆asantecedentsof  

NPsintheotheTpOSitions．   

AvarreclprOCalpronousareabletobelocatedinsideNPsinthecase  

thattheNPsandantecedentsoftherecIPrOCalpronounsdependonthe  
samepredicate．   

Second，Iwillbe concerned with the sentencesin which reciprocal  

prOnOunS   

and Hleiranteceedentsstandhdif払rentclause良二h Avar，reCiproca】  

pronounsareeligibletoselectasantecedentsNPsintheupperclauses・   

hyamada¢sakⅥra・CC・tSukuba・aC・］p   


